
幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀
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民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念　

平
成
29
年
度

第
43
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会 

開
催
報
告

　

平
成
29
年
９
月
７
日
（
木
）、「
民
生
委
員

制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念　

平
成
29
年
度　

第
43
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
」

が
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の
市
民
会
館
お
お

み
や
「
大
ホ
ー
ル
」
で
、
埼
玉
県
内
の
民
生

委
員
や
関
係
団
体
、
行
政
・
社
協
職
員
等
１
，

１
０
０
名
余
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

日　
程

○
開
会
の
こ
と
ば

　

国
歌
斉
唱

　

慰
霊
黙
祷

　

民
生
委
員
信
条
朗
読

○
主
催
者
挨
拶

○
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

　

知
事
功
労
章
授
与

○
優
良
民
児
協
表
彰

○
永
年
勤
続
単
位
民
児
協
会
長
表
彰

〇
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念

　

特
別
感
謝

○
来
賓
祝
辞

○
来
賓
紹
介

○
受
賞
者
代
表
謝
辞

　

‌�（
休
憩
）「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０

周
年
を
振
り
返
る
映
像
」
の
上
映

○
記
念
講
演

　

‌�「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を

迎
え
て
」
〜
笑
顔
、
安
全
、
安
心
の
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
〜

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

民
生
部
長　

池
上　

 

実　

氏

○
宣
言
採
択

○
斉
唱
「
民
生
委
員
の
歌
」

○
閉
会
の
こ
と
ば

式　

典

【
主
催
者
挨
拶
】

上田県知事大谷県民児協会長

「100年という月日の重みと感慨を深く
感じております。これからも困ってい
る人たちをカバーしていただきたいと
思います。」

「1世紀にわたり培われた先人たちの思
いを宝として、これからの100年に向
け皆さまとともに、一歩づつ歩んで行
きたいと思います。」

【
功
労
章
及
び
表
彰
状
授
与
】（
敬
称
省
略
）

◇
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
知
事
功
労
章

�

（
19
名
）

受賞者代表　
川口市青木地区民児協
会長　北　原　伸　泰　氏

知事功労章受章者受賞者代表
本庄市藤田・仁手地区民児協
会長　中　野　勝三郎　氏

◇
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

　
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰�

〜
26
名
〜

◇
優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
表
彰

�

〜
15
地
区
〜
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??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

受賞者代表　
吉川市民児協

会長　野　中　八　重　氏

◇
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念 

　
永
年
勤
続
民
生
委
員・児
童
委
員
特
別
感
謝

�

〜
１
２
３
名
〜

【
来
賓
祝
辞
】

埼玉県議会
議長

小　林　哲　也　氏

全国民生委員児童委員連合会
会長代理

副会長　大　野　トシ子　氏

【
受
賞
者
代
表
謝
辞
】

【
民
生
委
員
の
歌
（
花
咲
く
郷
土
）
斉
唱
】

民生委員及び児童委員
知事功労章
草加市

天　野　達　雄　氏

【
大
会
運
営
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】

　

埼
玉
県
民
生
委
員
大
会
は
、
県
民
児
協
男

女
共
同
参
画
推
進
部
会
及
び
埼
玉
県
、
関
係

団
体
等
の
協
力
を
得
て
運
営
し
ま
し
た
。

資料詰の様子

当日の受付の様子

　

大
正
６
年
、
岡
山
県
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
済
世
顧
問
制
度
を
源
と
す
る
民
生
委

員
制
度
は
、
本
年
、
制
度
創
設
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。
済
世
顧
問
制
度
に
始
ま
り
、
翌
年
、
大
阪
府
で
創
設
さ
れ
た
方
面

委
員
制
度
が
全
国
に
広
が
り
、
本
県
に
お
い
て
は
、
大
正
８
年
に
渋
沢
栄
一
翁
の
助

言
・
指
導
の
も
と
福
利
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
民
生
委
員
制
度
と

改
め
ら
れ
今
日
に
至
る
ま
で
の
間
、
強
い
使
命
感
と
熱
い
情
熱
に
支
え
ら
れ
た
私
た

ち
の
先
達
は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
人
々
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向

き
合
い
、
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
幸
せ
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
が
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
今
日
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
や
単
身
世
帯
、
核
家
族
化
が
進
行
す
る
な
か
、
家
族
の
支
え
合
い
機
能
の
低
下

や
、
地
域
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
従
来
の
見
守
り
活
動
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う

人
々
や
、
制
度
の
狭
間
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
で
い
る
方
々
が
、
地
域

か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
誰
も
が
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
私
た
ち
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
私
た
ち
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
同
は
、
先
達
の
思
い
と
委
員
活

動
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
誰
も
が
安
心
・
安

全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
市
町
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

活
動
の
強
化
と
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
、
も
っ
て
、
本
県
社
会
福
祉
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
９
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念

�
平
成
29
年
度　

第
43
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

大　

会　

宣　

言
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「
民
生
」
と
は
、
国
民
の
生
活
や
生
計
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
、「
厚
生

労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤
・
特
別
職
の

地
方
公
務
員
」
と
「
地
域
福
祉
を
担
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
二
つ
の
性
格
を
持
つ
日

本
特
有
の
制
度
で
す
。

　

民
生
委
員
制
度
の
本
質
は
無
報
酬
と
い
う

点
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
報
酬
が
あ
る
な
ら

ば
、
住
民
か
ら
み
れ
ば
、「
や
っ
て
く
れ
て
当

然
」
と
な
り
ま
す
。
同
じ
住
民
の
一
員
で
あ

り
、
無
報
酬
で
あ
る
こ
と
が
、
信
頼
を
得
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
だ
か
ら
こ
そ
長
く
制
度
が

続
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
が
１
０
０
年
続
い
た
の

は
、
先
達
が
自
ら
の
役
割
や
活
動
の
あ
り
方

を
常
に
見
直
し
続
け
、
時
代
時
代
の
課
題
を

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
活
動
し
た
こ
と

で
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
た
め
だ
と
思

い
ま
す
。

　

済
世
顧
問
制
度
を
創
設
し
た
笠
井
信
一
岡

山
県
知
事
と
、
方
面
委
員
制
度
を
創
設
し
た

林
市
蔵
大
阪
府
知
事
は
、「
人
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
制
度
で
あ
る
」
と
い
う
同
じ
思
い
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
埼
玉
県
の
福
利
委
員
制

度
で
も
「
人
物
に
重
き
を
お
く
」
と
の
方
針

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
制
度
に
お
い

て
も
、「
地
域
た
め
に
」
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
い
る
人
が
重
要
と
い
え
ま
す
。

　

昭
和
7
年
、
全
日
本
方
面
委
員
連
盟
（
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
前
身
）
が

発
足
し
ま
し
た
。
初
代
会
長
に
は
、「
日
本

資
本
主
義
の
父
」
と
言
わ
れ
た
埼
玉
県
深
谷

市
出
身
の
渋
沢
栄
一
氏
が
推
挙
さ
れ
ま
し

た
。
渋
沢
氏
は
生
活
保
護
法
の
前
身
で
あ
る

救
護
法
実
施
に
向
け
て
も
情
熱
を
注
ぎ
、
方

面
委
員
の
活
動
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

地
域
共
生
社
会
と
は
、
す
べ
て
の
人
が

「
支
え
る
側
」、「
支
え
ら
れ
る
側
」
に
分
か

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
も
ち
な

が
ら
、
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
社
会
で
す
。

　

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ
れ
て
い
る
の
が

「
我
が
事
、
丸
ご
と
」
で
す
。
地
域
で
起
き

て
い
る
課
題
や
他
人
の
困
り
事
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
受
け
止
め
る
「
我
が
事
」
と
、
対

象
者
別
や
分
野
別
の
縦
割
り
で
は
な
く
、
包

括
・
総
合
性
を
も
っ
た
相
談
支
援
を
提
供
す

る
「
丸
ご
と
」
で
す
。

　

民
生
委
員
に
は
、
課
題
を
抱
え
た
住
民
を

早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
こ

と
や
、
住
民
参
加
の
も
と
で
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
地
域
づ
く
り
へ
の
働
き
か
け

な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。「
隣
人
愛
＝

我
が
事
」、「
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
る
＝
丸

ご
と
」
で
あ
り
、
地
域
共
生
社
会
と
い
う
考

え
方
は
、
ま
さ
に
民
生
委
員
の
活
動
そ
の
も

の
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

全
民
児
連
で
は
民
生
委
員
活
動
の
新
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社
会　

１
「
地
域
共
生
社
会
」
実
現
へ
の
取
り
組
み

２
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
活
動
強
化
方
策

地
域
か
ら
」
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住

民
が
支
え
合
う
社
会
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み

よ
い
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
地
域
」
で
の

取
り
組
み
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が
社
会
全

体
に
広
が
っ
て
い
く
な
か
で
実
現
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
地
域
で
の
活
動
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
０
０
周
年
活
動
強
化
方
策
で
は

３
つ
の
重
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①‌�

住
民
自
身
が
地
域
を
支
え
る
力
に
な
る
よ

う
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
力
を
高

め
る
た
め
の
活
動

②‌�

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
人
を
支
え
る

た
め
に
、
声
を
か
け
あ
え
る
関
係
性
を
つ

く
る
活
動

③‌�

今
後
も
民
生
委
員
制
度
を
守
り
、
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
の
活
動

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
め
ざ
す
も
の

は
、「
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
全
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
で
す
。
笑
顔
で

い
ら
れ
る
た
め
に
は
生
活
の
安
全
と
安
心
が

不
可
欠
で
す
。
災
害
へ
の
備
え
や
防
犯
、
ま

た
何
か
あ
っ
て
も
頼
る
こ
と
の
で
き
る
制
度

が
あ
り
、
人
が
い
る
安
心
感
な
ど
で
す
。
民

生
委
員
の
存
在
そ
の
も
の
が
地
域
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
笑
顔
の
た
め
に
、
ま
ず
、
民
生
委

員
自
身
が
無
理
を
せ
ず
、
笑
顔
で
で
き
る
活

動
を
行
な
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
記
念
講
演
】

　
　
「
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
て
」

�
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く
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げ
子

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

知
事
功
労
章
受
章
者

�

〜
19
名
〜

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
表
彰
受
賞
地
区

�

〜
15
地
区
〜

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表

彰
受
賞
者�

〜
26
名
〜

民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
記
念

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児

童
委
員
特
別
感
謝
受
領
者

�

〜
１
２
３
名
〜
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平
成
29
年
７
月
９
・

10
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
民
生
委
員
制

度
創
設
１
０
０
周
年

を
記
念
す
る
「
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員

大
会
」
が
東
京
都
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ

た
記
念
式
典
に
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の

御
臨
席
を
賜
わ
り
ま

し
た
。
全
国
で
活
動

す
る
23
万
人
の
民
生

委
員
の
う
ち
約
１
万

人
が
集
ま
り
、
こ
れ

ま
で
の
１
０
０
年
の

歴
史
を
振
り
返
り
、

そ
の
原
点
、
そ
し
て

多
く
の
先
達
の
思
い

を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、
委
員
活
動
の

一
層
の
充
実
、
発
展

に
向
け
、
思
い
を
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

参
加
報
告

開　
催　
日
：
平
成
29
年
７
月
９
日（
日
）〜
10
日（
月
）

開　
催　
地
：
東
京
都
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
他
）

本
県
参
加
者
：
２
６
８
名

天皇皇后両陛下ビッグサイト御到着

全民児連会長表彰

第
１
日
〔
記
念
式
典
〕

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

‌�

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周

年
映
像

　
　
「
済
世
顧
問
、

�

方
面
委
員
か
ら
民
生
委
員
へ
」

◆
第
１
部

　

◇
開
会
宣
言

　
　
　

東
京
都
民
児
連

�

会
長　

寺
田　

晃
弘　

氏

　

◇‌�

民
生
委
員
物
故
者
黙
祷

　

◇‌�

民
生
委
員
信
条
朗
読

　

◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
臨
席

　

◇
国
家
斉
唱

　

◇
式
辞

　
　

全
民
児
連

�

会
長　

得
能　

金
市　

氏

　

◇
挨
拶

　
　

前
厚
生
労
働
大
臣

�

塩
崎　

恭
久　

氏

　
　

全
国
社
協

�

会
長　

斎
藤　

十
朗　

氏

　
　

東
京
都
知
事

�

小
池　

百
合
子　

氏

　

◇
表
彰

　
　

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
　

全
民
児
連
会
長
表
彰

　

◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
退
席

　

◇
登
壇
者
紹
介

　

◇
閉
会
の
辞

　
　

東
京
都
社
協

�
会
長　

青
山　

佾　

氏

◆
記
念
講
演

　
「
あ
た
た
か
い
社
会
を
つ
く
る
」

　
　

諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長

�

鎌　

田　
　

實　

氏

◆
第
２
部

　

◇
大
会
宣
言

　

◇
拠
金
贈
呈

　

◇
次
期
開
催
地
挨
拶

　
　

沖
縄
県
民
児
協

�

会
長　

藏
當　

博
文　

氏

　

◇
民
生
委
員
の
歌
斉
唱

　
　
「
花
咲
く
郷
土
」

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

江
戸
消
防
記
念
会
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会場全体の様子（東京ビッグサイト）

狭山市入間川地区民児協　テーマ「高校生が民生委員を体験」〜民生委員制度創設100周年に係る狭山市の取り組み〜

新座市西部地区民児協　テーマ「主任児童委員と区域担当民生委員との連携による子育て支援」

市
町
民
児
協
事
務
局
職
員
の
方

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

第
２
日
〔
テ
ー
マ
別
研
修
〕

　

10
日
は
、
社
会
の
変
化
を
踏
ま

え
て
、
民
生
委
員
と
し
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

他
、
６
つ
の
会
場
で
テ
ー
マ
別
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

⑥
小
規
模
発
表
集
会
は
、
全
国

各
地
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
、
そ

の
経
験
を
学
び
あ
い
、
参
加
者
同

士
が
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

67
の
都
道
府
県
・
指
定
都
市
ご

と
に
、
２
つ
の
単
位
民
児
協
が
活

動
発
表
を
15
分
ず
つ
行
い
ま
し
た

　

本
県
か
ら
は
、
狭
山
市
入
間
川

地
区
民
児
協
、
新
座
市
西
部
地
区

民
児
協
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

〈
各
テ
ー
マ
〉

　

①‌�
民
生
委
員
制
度
創
設
の

原
点
を
学
ぶ

　

②‌�

こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動

　

③‌�

地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て

　

④‌�

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に

　

⑤‌�

こ
れ
か
ら
の
民
児
協
活

動
に
向
け
て

　

⑥
小
規
模
発
表
集
会

　

市
内
の
高
校
生
が
春
休
み

を
利
用
し
て
行
っ
た
一
日
民

生
委
員
体
験
活
動
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
た
児
童

と
の
関
わ
り
を
朗
読
劇
に
し

て
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

これからの民生委員・児童委員活動に関するスローガンが決定しました！

「支えあう　住みよい社会　地域から」
（提案者　大阪市鶴見区民生委員児童委員協議会）

　スローガンの著作権は全民児連に帰属します。ただし、これは、全国の都道府県・指定都市・市区町村（単位）民児協が民生
委員活動の普及のために使用することを妨げるものではなく、自由にお使いいただくことが可能です（ただし、スローガン
の改編することはおやめください）。

　

第
１
日
、
記
念
式
典
の
集
合
場

所
（
２
６
８
名
）
で
の
整
列
や
点

呼
、
会
場
内
で
の
お
弁
当
配
布
等
、

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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共同募金運動に
  協力しましょう！
〜共同募金への担当地区内での個人大口・法人募金協力者の開拓に協力しましょう〜

　地域における各種福祉サービス活動及び施設等における設備充実のために、共同募金運動に対し
て大きな期待が寄せられています。
　県民児協では、7月に開催された理事会（7／12開催）及び評議員会（7／28開催）において、民
生委員が地域福祉の推進役として積極的に共同募金運動に協力することを目的に、次のような申し
合わせをしましたので、特段のご高配をお願いいたします。

1　趣旨「個人大口・法人募金」協力者の開拓
　各市町村共同募金支会における募金組織の活動方針に即応しつつ、各民生委員が支会の奉仕者と
して、担当地域内において主として「個人大口・法人募金」にかかる新たな理解者・協力者の開拓
推進に協力する。

2　目標及び方法
（1）‌�県民児協の「申し合わせ」として、おおむね1人の民生委員あたりに換算して、1万円以上の実

績が上がることを目標として、理解者・協力者の開拓に努力するものとすること。
（2）‌�この運動による実績は、全て各市町村共同募金支会の実績額に組み込まれるものであり、民児

協としての特別枠をたてるものではないこと。
（3）‌�実施にあたっては支会事務局と密接な連携のもとに同支会の策定する募金活動の要領に沿って

実施するものとすること。

3　その他
　各市町村支会の募金（戸別募金・街頭募金・学校募金・バッジ、
クオカード、図書カードを使用した職域募金並びに個人大口・法人
募金）については、目標額の50％を超えた実績額が、地元市町村社
協が行う地域福祉活動の財源として助成されることとなります。
　平成26年度から共同募金運動の期間を10月1日から翌年3月31日ま
での6ヵ月間に拡大されました。
　＜例＞
　●100％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額5,000,000円
	 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
	 50％＝2,500,000円（市町村社協に助成）

　●120％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額6,000,000円
	 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
	 50％＝2,500,000円＋1,000,000円（目標超過額）＝3,500,000円（市町村社協に助成）

平成29年度一般募金目標額　682,000,000円
� （支会募金669,971,000円、本部扱募金12,029,000円）

昨年の街頭募金活動の様子
（JR浦和駅）
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平
成
29
年
７
月
に
各
市
町

村
民
児
協
会
長
を
対
象
に
、

県
内
４
会
場
で
「
ブ
ロ
ッ
ク

別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
市
町
村
民
児

協
相
互
の
連
絡
提
携
を
図
り
、

民
児
協
活
動
及
び
運
営
上
の

諸
課
題
に
つ
い
て
研
究
協
議

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

当
番
市
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
年
金
受
給
資

格
期
間
短
縮
に
伴
う
対
応
に

つ
い
て
」
の
講
義
と
、「
わ
が

ま
ち
の
取
り
組
み
自
慢
」
と

題
し
て
各
開
催
市
民
児
協
の

実
践
事
例
発
表
、
そ
し
て

「
市
町
村
民
児
協
会
長
が
抱
え

る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
の
研

究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日
／
場
所

【
東
部
】
７
月
25
日

�

／
吉
川
市

【
西
部
】
７
月
４
日

�

／
ふ
じ
み
野
市

【
南
部
】
７
月
13
日

�

／
新
座
市

【
北
部
】
７
月
19
日

�

／
行
田
市

　

平
成
29
年
８
月
よ
り
、
納
付
し
た
年

金
保
険
料
に
応
じ
た
給
付
を
行
い
、
年

金
を
受
け
取
れ
る
方
を
増
や
し
、
将
来

の
無
年
金
者
の
発
生
を
抑
え
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
年
金
の
受
給
に
必
要
な

保
険
料
納
付
済
期
間
及
び
保
険
料
免
除

期
間
等
を
合
わ
せ
た
期
間
（
受
給
資
格

期
間
）
が
「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※‌�

年
金
の
額
は
、
納
付
し
た
期
間

に
応
じ
ま
す
の
で
、
10
年
の
納

付
で
は
受
け
取
る
年
金
額
は
そ

の
分
少
な
く
な
り
ま
す
。

◇
年
金
請
求
の
基
本
的
な
流
れ

①‌�

期
間
短
縮
年
金
請
求
書
が
届
く

（
日
本
年
金
機
構
が
把
握
し
て
い

る
対
象
者
に
平
成
29
年
２
月
〜

７
月
に
か
け
て
順
次
発
送
済
み

で
す
）。

②‌�

期
間
短
縮
年
金
請
求
書
に
記
入

し
、
添
付
書
類
を
準
備
す
る

（
添
付
書
類
は
家
族
構
成
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）。

③‌�

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」で
相
談・

手
続
き
の
予
約
を
す
る
（
添
付

書
類
等
の
確
認
も
で
き
ま
す
）。

④‌�
年
金
事
務
所
へ
訪
問
し
、
請
求

書
を
提
出
す
る
（
全
国
ど
こ
の

年
金
事
務
所
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
郵
送
で
も
手
続
き
可
能

で
す
）。

⑤‌�

年
金
を
受
け
取
る
（
受
給
資
格

が
発
生
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
請
求
が
遅
れ
て
も
、
５

年
前
ま
で
は
遡
っ
て
給
付
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は

支
払
わ
れ
ま
せ
ん
）。

◇
第
三
者
に
よ
る
証
明
欄
に
つ
い
て

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
未
支
給
年

金
ま
た
は
遺
族
年
金
を
請
求
す
る

際
、
請
求
者
と
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
別
世
帯
で
あ
っ
た
場
合
、
生
計

同
一
関
係
ま
た
は
生
計
維
持
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
を
第
三
者
の
方
に

証
明
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
証
明
は
状
況
を
知
る
方
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
民
生
委

員
の
方
に
お
願
い
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
年
金
を
お
支
払
い
す
る

の
に
必
要
な
書
類
で
す
の
で
、
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
期
間
短
縮
年
金
請
求

書
が
届
い
た
ら
、
手
続
き
を
し
た

後
に
年
金
支
給
に
な
る
旨
を
相
談

者
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

準
備
す
る
書
類
や
不
明
点
、
相

談
・
手
続
き
の
予
約
は
「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
ご
案
内
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
わ
が
ま
ち
の
取
り
組
み
自
慢
」

【
発
表
者
】

　

〇
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

吉
川
市
民
児
協

�

副
会
長　

鈴
木　

庄
次　

氏

　

○
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

ふ
じ
み
野
市
民
児
協

�
副
会
長　

市
來
久
美
子　

氏

　

○
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

新
座
市
民
児
協

�

会
長　

須
田　

邦
彦　

氏

　

○
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

行
田
市
民
児
協

�

副
会
長　

田
熊　
　

誠　

氏

　

課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
ま
し
た
。

　
「
福
祉
関
連
会
議
等
へ
の
参
加
要

請
に
つ
い
て
」
は
、
会
長
だ
け
で

な
く
副
会
長
な
ど
他
の
委
員
に
も

担
当
し
て
も
ら
い
、
会
議
出
席
後

は
報
告
を
行
う
。

　
「
組
織
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
」

は
、
定
例
会
の
前
や
後
に
役
員
会

を
開
き
、
定
例
会
の
議
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
。
ま
た
、

各
委
員
一
度
は
発
言
す
る
雰
囲
気

づ
く
り
を
大
切
に
す
る
。

　
「
各
委
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
」
は
、

日
帰
り
や
宿
泊
の
研
修
を
行
い
親

睦
を
図
る
。
ま
た
、
会
長
や
副
会

長
な
ど
の
役
員
が
積
極
的
に
声
掛

け
を
行
う
。

　

会
長
職
と
し
て
の
悩
み
や
、
各

市
町
村
ご
と
に
異
な
る
諸
課
題
に

つ
い
て
共
有
し
、
取
り
組
み
方
や

対
応
策
な
ど
今
後
の
活
動
に
向
け

て
貴
重
な
研
究
協
議
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

「
年
金
受
給
資
格
期
間
短
縮
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て
」

日
本
年
金
機
構

（
東
部
・
北
部
）

（
西
部
・
南
部
）

平
成
29
年
度「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡
会
議
」開
催
報
告

浦和年金事務所
上席年金給付専門職
小島　幸子　氏

川越年金事務所
上席年金給付専門職
三上　里奈子　氏

講  

師

「
市
町
村
民
児
協
会
長
が
抱
え
る
諸

課
題
に
つ
い
て
」

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

実
践
事
例
発
表

研
究
協
議

講　

義
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
①
活
動
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
10
周
年
記
念
に
て
、
校

舎
の
前
に
植
木
場
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
15
年
程
経
過
し
、
民
生
委

員
と
学
校
の
懇
談
会
が
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
中
で
、
木
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い

く
の
を
見
て
、
校
長
先
生
と
話
し
合
い
、

み
ん
な
で
植
木
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

②
活
動
事
例

　

地
区
内
に
は
、
小
学
校
４
校
、
中
学

校
２
校
あ
り
ま
す
。
学
校
と
の
懇
談
会
、

体
育
祭
、
入
学
・
卒
業
式
等
学
校
に
行

く
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

樹
木
の
手
入
れ
「
植
木
は
植
木
ら
し
く
」

を
実
行
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
に
よ
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
参
加
を
し
、
毎
年
西
堀
小
・
新
堀
小

へ
の
パ
ン
ジ
ー
植
え
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
座
中
学
校
８
、９
、10
組
の

生
徒
と
毎
年
ひ
ょ
う
た
ん
植
え
を
行
い
、

管
理
・
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
美
化
活
動

�

〜
植
木
は
植
木
ら
し
く
〜

第 4 回

新座市
西部地区民児協

民生委員 主任児童委員
37名 2名

　

本
年
６
月
に
は
、
野
火
止
小
学
校
と

の
懇
談
会
の
席
上
で
、
校
舎
前
の
田
ん

ぼ
に
「
蚊
」
が
わ
く
と
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
田
ん
ぼ
に

金
魚
を
入
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
水

が
な
く
な
っ
た
場
合
に
金
魚
が
死
ん
で

し
ま
う
の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
箱
を

設
置
し
、
水
が
少
な
く
な
っ
た
際
は
、

そ
こ
に
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
現

在
で
は
金
魚
も
大
き
く
な
り
、
稲
も
元

気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

③
成
果

　

平
成
24
年
に
「
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活

動
」
と
し
て
シ
ラ
コ
バ
ト

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。

④
今
後
の
課
題
や
抱
負

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
学
校
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員

が
学
校
に
訪
問
す
る
機
会

も
増
え
る
の
で
、
互
い
の

信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、

児
童
の
健
全
育
成
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ちょっと休憩
だいぶきれいになりました

部活中の児童もお手伝いしてくれました

シラコバト賞を受賞しました

作業終了！みんなで集合写真

新 座 市
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
　

藤
田
・
仁
手
地
区
民
児
協
は
、
市
の

北
東
部
に
位
置
し
、
利
根
川
を
背
に
五

州
が
一
望
に
眺
め
ら
れ
る
山
紫
水
明
の

地
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
郷
土
は
、
豊
か
な
風
土
に
恵
ま
れ

た
農
村
地
域
で
、
主
に
野
菜
の
生
産
地

と
し
て
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

委
員
活
動
は
、
自
治
会
長
と
の
意
見

交
換
会
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
地
元
施
設
へ

の
慰
問
、
情
報
交
換
、
学
校
行
事
へ
の

参
加
、
そ
し

て
児
童
登
下

校
の
見
守
り

等
、
積
極
的

に
連
携
し
活

動
を
し
て
お

り
、
平
成
27

年
に
は
埼
玉

県
よ
り
「
埼

玉
・
教
育
ふ

れ
あ
い
賞
」

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
庄
市
内
で
最
も
高
齢
化

率
が
高
く
、
単
身
高
齢
者
が
多
い
こ
の

地
域
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
高
齢
者
が
孤

立
し
、
最
悪
は
孤
独
死
な
ど
が
増
え
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
直
面
し
た

時
に
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
第
22
期
指

定
民
児
協
へ
指
名
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

民
生
委
員
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住

民
と
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
地
域
を
活
性

化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
委
員
同

士
が
意
見
を
出
し
合
っ
た
結
果
、
高
齢

者
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
適
度
な
運
動
が
で
き
る

よ
う
、
ま
ず
は
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ひ
と
つ
も
サ
ロ
ン
が
な

か
っ
た
地
域
に
、
短
期
間
に
６
ヶ
所
の

高
齢
者
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
、

地
区
の
自
治
会
や
老
人
会
、
市
役
所
そ

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
等
、
大
変
多
く

の
方
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
齢
者
が
気
軽
に
楽
し
く
継

続
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

サ
ロ
ン
に
な
る
よ
う
、
委
員
が
一
丸
と

な
り
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
を

通
し
て
住
民
と
直
接
触
れ
合
う
機
会
が

増
え
る
と
と
も
に
、
自
治
会
と
の
連
携

も
ま
す
ま
す
良
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

方
か
ら
見
守
り
に
必
要
な
情
報
も
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
か

ら
は「
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
体
力
が
つ
い
て
き
た
」
と
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
支
援
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
福
祉
マ
ッ
プ
の

作
成
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
も

市
役
所
等
行
政
機
関
や
自
治
会
か
ら
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
地
図

に
見
守
り
対
象
者
世
帯
、
災
害
時
要
援

護
者
世
帯
、
避
難
場
所
等
を
記
載
し
た

大
小
2
種
類
の
福
祉
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

日
常
の
見

守
り
や
避

難
支
援
等

が
円
滑
に

行
え
る
よ

う
に
し
ま

し
た
。
そ

の
結
果
、

緊
急
事
態

に
も
迅
速

に
対
応
で

き
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
本

人
の
住

所
、

氏

名
、
持
病

や
か
か
り

つ
け
病
院

等
を
記
し

た
「
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
も
作
成
し
配
布
し

た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
大
変
喜
ば
れ
、

定
期
的
な
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
委
員
が
緊
急
事
態
に
遭
遇

し
た
際
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
要
支
援

者
に
対
し
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
学

ぶ
と
と
も
に
個
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

指
定
民
児
協
の
指
名
か

ら
２
年
で
地
域
の
活
性
化

が
図
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
地
域
福
祉
を
担
う
民

生
委
員
の
課
題
は
、
今
後

ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑

化
・
深
刻
化
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
福

祉
を
補
う
委
員
の
活
躍
に

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

民
生
委
員
発
! !
地
域
の
活
性
化

�

～
指
定
民
児
協
を
受
け
て
～

本庄市
藤田・仁手地区民児協

民生委員 主任児童委員
13名 2名

見守り活動に対する児童からの「お礼の手紙」

小和瀬サロンの活動風景

福祉マップの作成

学校行事への参加
（生徒と園児の交流会をケーブルテレビも撮影）

本 庄 市
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埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
　
　  

平
成
29
年
10
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉大
谷
　
富
夫
　
　〈
編
集
人
〉都
倉
　
大
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

〒
　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
４-

２-

65 

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内
　
　
Ｔ
Ｅ
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８
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）
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９
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８
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８
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４
）
６
５
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330-
0075
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表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定平成29年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（鴻巣市　酒巻　喜久子）

編集後記
　「民生委員制度創設100周年記念」全国民生委員大会に参加
させていただき、心に残る経験をしました。改めて先人の方々
のご苦労に感謝の念をいだき、民生委員の歴史を感じていま
す。近年、いろいろな所で大規模災害が発生し、自然の恐ろしさ
を痛感しています。埼玉県は災害の少ない県と言われています
が、予測できないのが自然災害かと思います。私たち、民生委員
は常日頃から担当地区の実情を把握し、活動していると思いま
す。また、今年は夏の長雨により農作物への被害も懸念されま
す。太陽の恵み、食物のありがたさに感謝し、生活していきたい
と思います。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　加須市では、放課後児童の健全育成事業として、「放課後児童クラブ」と称して、学童保育を実施しています。
当水深地区では、急激な児童の増加に伴い、一つの小学校区内でありながら、本年度より三つの放課後児童ク
ラブが設置されています。
　本協議会では、この学童保育の実態を知ることと、利用している児童への支援を図ることを目的として、3年前
より「学童参観・支援」と称した活動を行っています。ここで「参観・支援」としたのは、学童保育での児童の活
動の様子や、指導員の対応の様子などをただ見るのではなく、ひとりの大人として、指導員の働きへの支援や、
児童の健全育成への支援ができるようにしようとする意味があります。
　初年度（平成26年度）は、平常の放課後の学童保育を対象として実施しました。方法としては、各委員の都合の
つく日時を計画表に記し、学童保育指導員にお知らせしたうえで、一度に1～3名程度で参観・支援を行いました。
　放課後のみでは、短時間であまり役に立たなかったとの意見があり、平成27年度からは、夏休み中の参観・支
援とすることにしました。方法は今までと同じで、時間を9時半から11時半の2時間としました。これにより、委員
がそれぞれ趣向をこらしての参観・支援となりました。読み聞かせを得意とする委員、趣味のフラダンスを児童と
一緒に踊る委員、児童のなかに入って一緒に遊ぶ委員などさまざまです。受け入れてくれる学童の子ども達や指
導員の皆さんからも歓迎を受けており、継続した活動となってきました。
　学童の参観・支援を通して、今の児童の考え方や態度、対応する指導員の働きの重要性、背景にある家庭や地
域の実情等を知ることができ、民生委員としての活動により一層の深みがでてきたように思います。

「学童参観・支援」を通して

1日～
5日
9日
10日
13日
21日
23日
24日
25日

赤い羽根共同募金運動
100周年記念編集委員会
防犯のまちづくり県民大会

「君の笑顔に会いたくて」映画試写会
群馬県民生委員児童委員大会
埼玉・教育ふれあい賞表彰式
全民児連評議員会
全民児連評議員セミナー
神奈川県民生委員児童委員大会

すこやかプラザ
埼玉会館
埼玉会館
前橋市
さいたま共済会館
東京都品川区
東京都品川区
大和市

1010

4日
7日
16日

生活福祉資金制度説明会
広報委員会
第10回塙保己一賞表彰式

埼玉会館
すこやかプラザ
本庄市

1212

10日
11日
13～15日
15日
15～16日
19日
20日
22日
22日
22日
28～29日
28日

埼玉県社会福祉大会
栃木県民生委員児童委員大会
全国民生委員リーダー研修会
横浜市民生委員児童委員大会
すこやか会（OB会）視察研修
みんな幸せ・共生社会 県民のつどい
主任児童委員セミナー
埼玉県更生保護大会
全国社会福祉大会
静岡県民生委員児童委員大会
理事・監事・評議員・男女共同参画推進部会合同県外視察研修
第144回理事会

埼玉会館
宇都宮市
TOC有明
横浜市
静岡県
川口市
市民会館おおみや
埼玉会館
東京都
静岡市
山梨県甲府市
山梨県甲府市

1111

加須市水深地区
民生委員・児童委員協議会

会長 小川　良雄 氏「民生委員・児童委員の声」
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